
た
街

タ
ワ
マ
ン
構
想

石
神
井
公
園
は
東
京
２３
区
の
北
西
、

練
馬
区
に
あ
る
。
三
宝
寺
池
、
石
神
井

池
と
い
う
二
つ
の
池
が
あ
り
、
そ
の
ま

わ
り
を
７
５
０
０
本
の
木

々
が
取
り
囲

む
。
武
蔵
野
の
面
影
を
残
し
、
ア）
」
が

東
京
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
ん
な
都
会
の
オ
ア
シ
ス
の
近
く
で

今

、
再
開
発
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。
西
武
鉄
道
石
神
井
公
園
駅
の
南
口

西
地
区
に
高
さ
１
０
０
房
の
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
を
造
る
市
街
地
再
開
発
計
画

が
持
ち
上
が
り
、
反
対
す
る
住
民
が
東

京
都
と
練
馬
区
を
相
手
取

っ
て
再
開
発

組
合
の
設
立
認
可
差
し
止
め
の
訴
え
を

起
こ
し
た
。

原
告
の

一
人
、
元
高
校
国
語
教
師
の

中
田
嘉
種
（６９
）
は

「地
域
の
な
り
た
ち

か
ら
し
て
、
高
層
ビ
ル
群
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
の
で
す
」
と
言
う
。
江
戸
時
代

か
ら
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
の

初
め
の
１
９
８
０
年
に
は
風
致
地
区
に

文
化
館
分
室
に

一
部
が
移
築
さ

れ
た
檀

一
雄
の
書
斎
「奇
放
亭
」

指
定
さ
れ
た
。
大
正
時
代
に
駅
が
で
き

る
と
、
今
で
言
う
リ
ゾ
ー
ト
地
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
な

っ
た
。

鐵

置

菫

‥

太
宰
治
は
３７
年
５
月
、
若
い
文
学
青

年
や
女
学
生
と
石
神
井
公
園

で
遊
ん

だ
。
彼
ら
は

「青
春
五
月
党
」
と
名
乗

り
、
ボ
ー
ト
を
こ
ぎ
、
お
弁
当
を
食
べ

た
。
太
宰
は
大
は
し

ゃ
ぎ
だ

っ
た
。

「素
晴
ら
し
い
五
月
の
太
陽
だ

っ
た
」
。

そ
う
檀

一
雄
は

「
小
説
太
宰
治
」
に
こ

の
時

の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
檀
こ

そ
、
五
月
党
の
中
心
人
物
だ

っ
た
。

檀
は
石
神
井
公
園
に
魅
了
さ
れ
、
直

木
賞
を
受
賞
し
た
５．
年
、
公
園
の
近
く

に
越
し
て
き
た
。
３
７
５
坪
の
敷
地
に

大
き
な
木

々
が
あ
る
風
情
の
あ
る
屋
敷

け
れ っ
な
声
雁
業
国
な
い
動
厳
離
れ
】
鞠

地
に
移

っ
た
。
周
辺
に
は
武
谷
二
男

（科
学
者
）
、
丸
木
位
里

（画
家
）
ら

学
者
や
文
化
人
が
住
み
、
や
が
て
彼
ら

は

「石
神
井
談
話
会
」
と
い
う
文
化
団

体
を
作
り
、
映
画
の
上
映
会
や
子
供
会

を
開
い
た
。

「戦
後
の
開
放
的
な
空
気

の
な
か
、

１０
年
ほ
ど
花
開
き
ま
し
た
」
。

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
分
室
の

学
芸
員
、
山
城
千
恵
子
（６３
）
が
解
説
し

て
く
れ
た
。

分
室
は
、
か
つ
て
の
日
本
銀
行
の
運

動
場
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
あ
る
。
日
銀

は
２
０
０
８
年
、
石
神
井
公
園
に
隣
接

す
る
４

ｏ
７
診
の
運
動
場
を
練
馬
区
に

譲
渡
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
五
味
の
２

万
点
も
の
遺
品
は
区
に
寄
贈
さ
れ
、
オ

ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
だ

っ
た
彼
の
高
級
機

器
を
用
い
た
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
が

毎
月
、
こ
こ
で
催
さ
れ
て
い
る
。
人
の

背
丈
ほ
ど
あ
る
タ
ン
ノ
イ
の
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
響
く
音
は
、
意
外
に
も
優
し

く
、
窓
の
向
こ
う
の
緑
と
調
和
す
る
。

麟
　
鑢

菫
―

分
室
に
は
檀
の
書
斎
が
移
築
さ
れ
て

も
い
る
。
檀
邸
は
１７
年
、
面
す
る
道
路

（補
助
１
３
２
号
線
）
拡
幅
の
た
め
取

り
壊
さ
れ
、
屋
敷
内
に
１１
本
あ

っ
た
マ

ツ
の
大
本
は
１
本
を
残
し
て
切
ら
れ
て

し
ま

っ
た
。
建
て
替
え
た
家
の
敷
地
は

往
時
の
３
分
の
１
ほ
ど
で
あ
る
。

道
路
拡
幅
計
画
は
、
焼
け
野
原
と
な

っ
た
東
京
に
幅
員
の
広
い
道
路
を
造
ろ

う
と
戦
災
復
興
院
が
１
９
４
７
年
に
立

て
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
が
７０
年
後
に

動
き
出
し
、

「檀
坂
」
と
呼
ば
れ
た
こ

み
ち
は
跡
形
も
な
く
な

っ
た
。

駅
の
そ
ば
に
は
タ
フ

マ
ン
が
す
で
に

２
棟
立

つ
。
そ
こ
に
新
た
な
再
開
発
計

画
が
加
わ
る
。

「練
馬
区
は
景
観
を
生

わ
れ
娃
姉
い
Ｋ
帥
豪
れ
に
曲
鹸
”
あ
時

た
な
い
。
生
ま
れ
育

っ
た
こ
の
地
は
、

駅
を
出
た
ら
高
い
建
物
は
な
く

一
面
緑

だ

っ
た
。
そ
れ
が
今

「
駅
の
方
は
見
た

く
な
い
わ
」
と
視
線
を
そ
ら
す
。

新
た
な
タ
フ
マ
ン
が
で
き
る
の
も
、

戦
前
の
計
画
に
出
来
す
る
道
路

（補
助

２
３
２
号
線
）
が
動
き
出
す
こ
と
が
引

き
金
と
な

っ
た
。
＝
敬
称
略
（大
鹿
靖
明
）

ポ

石神井公園ふるさと文化館分室

にある五味康祐のオーディオ

檀ふみ=
檀ふみ事

務所提供

右が檀邸。駅から石

神井公園を結ぶ風情
のある道 だ った =
2010年 ヽ檀ふみ提供

再
開
発

変
わ
る
東
京
・石
神
井
□
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下
河
秀
行
（８５
）
は
２
０
０
０
年
、
東

京
都
練
馬
区
が
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
協
議
会
を
設
け

る
と
聞
き
、
委
員
の
公
募
に
応
募
し
、

副
会
長
に
就
い
た
。
中
堅
ゼ
ネ

コ
ン
を

退
職
後
、
自
身
が
住
む
石
神
井
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ

っ
た
。

「住
み
心

住
民
ら
提
言

高
さ
規
制
ど
こ
へ
再
開
発

変
わ
る
東
京
。石
神
井
□

地
の
良
い
環
境
を
残
し
た
い
」
と
い
う

の
が
参
画
し
た
動
機
だ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
駅
北
口
に
１
０
８
層
の
再

開
発
ビ
ル

（
３３
階
建

て
、

０２
年
に
完

成
）
の
計
画
が
進
ん
で
い
た
も
の
の
、

「過
度
の
高
度
利
用
は
住
環
境
や
自
然

環
境
を
破
壊
す
る
」
と
い
う
の
が
協
議

会
の
問
題
意
識
だ

っ
た
。
毎
月
会
合
を

持
ち
、

０２
年
に
ま
と
め
た
提
言
に
は
、

計
画
が
進
行
中

の
北
回
の
ビ

ル
を
除

き
、
南
口
や
商
店
街
な
ど
６
地
区
は
ど

こ
も
低
層

（
２
～
３
階
）
か
ら
中
高
層

（
７
～
１０
階
）
ま
で
と
明
記
し
た
。

「
そ
の
く
ら
い
ま
で
、
と
思

っ
て
い

ま
し
た
」
と
下
河
。
提
言
を
受
け
て
区

が
０３
年
に
ま
と
め
た
全
体
構
想

に
も

「周
辺
環
境
と
調
和
し
た
高
度
利
用
」

と
あ
る
。
住
民
た
ち
が
話
し
合
い
、
駅

周
辺
は
せ
い
ぜ
い
中
高
層
ま
で
と
い
う

の
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ

っ
た
。

醸
　
睡
　
鰤

当
時
の
区
は
、
こ
う
し
た
考
え
を
都

市
計
画
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

「地
区
計

画
」
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
地
区
計
画

と
は
、
住
民
と
自
治
体
が
連
携
し
、
建

物
の
高
さ
な
ど
き
め
細
か
な
規
制
を
都

市
計
画
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
い
う
。

以
来
９
年
間
に
わ
た

っ
て
３０
回
以
上

の
会
合
を
重
ね
た
。
さ
な
か
の
０８
年
、

駅
の
西
側
に
野
村
不
動
産
に
よ
る
８８
ｙ

余
の
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン

「プ
ラ
ウ
ド

タ
ワ
ー
石
神
井
公
園
」
の
建
設
計
画
が

明
ら
か
に
な
り
、

１２
年
に
完
成
し
た
。

住
民
た
ち
は

「
こ
れ
以
上
、
そ
ん
な
巨

大
ビ
ル
は
許
容
で
き
な
い
」
と
駆
り
立

て
ら
れ
る
思
い
だ

っ
た
。

か
く
し
て
同
じ
１２
年
に
で
き
た
地
区

計
画
は
、
駅
周
辺
の
高
さ
は
３５
研

（
・０

階
前
後
）
ま
で
と
し
、
特
に
区
長
が
許

せ
ば
５０
屑
ま
で
容
認
す
る
例
外
規
定
を

設
け
た
。
前
年
に
は
区
が
景
観
計
画
を

策
定
し
、
石
神
井
公
園
か
ら
見
て
突
出

し
た
高
層
建
築
が
で
き
な
い
よ
う
高
さ

規
制
を
盛
り
込
ん
だ
。

駅
周
辺
は
地
区
計
画
と
景
観
計
画
の

双
方
か
ら
高
さ
を
抑
え
た
格
好
だ

っ

た
。
三
度
と
タ
ワ
マ
ン
が
で
き
る
は
ず

が
な
か

っ
た
。
住
民
向
け
の
説
明
会
で

も
区
側
は

「今
後
は
高
い
建
物
は
建
た

な
く
な
る
」
と
説
明
し
て
い
た
。

Ｍ
　
隕
　
鯛

プ
ラ
ウ
ド
タ
ワ
ー
石
神
井
公
園
に
１２

年
に
越
し
て
き
た
小
日
行
弘
（６８
）
も
ヽ

そ
う
思

っ
て
い
た
。
地
区
計
画
で
縛
ら

れ
る
前
に
、
駆
け
込
み
的
に
完
成
し
た

タ
ワ
マ
ン
だ
か
ら
で
あ
る
。
入
居
し
た

多
く
の
人
が
、
野
村
不
動
産
の
営
業
担

当
者
か
ら

「地
区
計
画
が
あ
る
の
で
、

こ
の
周
辺
は
３５
厨
ま
で
の
高
さ
の
建
物

し
か
で
き
ま
せ
ん
」
と
聞
か
さ
れ
て
い

た
。
眺
望
を
独
占
で
き
る
希
少
価
値
の

高
い
タ
フ
マ
ン
の
は
ず
だ

っ
た
。

小
回
は
翌
年
、
野
村
不
動
産
が
近
隣

に
１
０
０
房
の
タ
フ
マ
ン
を
造
る
計
画

を
温
め
て
い
た
と
知
り
、
び

っ
く
り
す

る
こ
と
に
な
る
。

「お
い
お
い
、
聞
い

て
い
た
話
と
違
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

管
理
組
合
が
タ
フ
マ
ン
住
民
に
ア
ン

ケ
ー
ト
す
る
と
６５
％
が
野
村
の
社
員
か

ら

「
こ
の
辺
は
も
う
高
層
ビ
ル
は
建
た

な
い
」
と
聞
か
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
５９

％
が
そ
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
購
入
の

決
め
手
と
し
て
い
た
。
営
業
社
員
も
だ

ま
す

つ
も
り
は
な
か

っ
た
。
私
が
彼
の

携
帯
に
電
話
す
る
と
、

「
え

っ
、

３５
厨

以
上
の
も
の
は
建
た
な
い
と
本
当
に
思

っ
て
い
ま
し
た
」
と
驚
い
た
。

地
区
計
画
が
で
き
た
翌
１３
年
、
駅
南

回
の
地
権
者
が
共
同
化
研
究
会
を
立
ち

上
げ
た
。
事
業
協
力
者
は
野
村
不
動
産

と
前
田
建
設
工
業
だ

っ
た
。

＝
敬
称
略

（大
鹿
靖
明
）

住
民
側
か
ら
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
＜
り
に
関
わ
っ
て
き
た
下
河
秀
行

今
、
石
神
井
公
園
か
ら
駅
を
見
る
と
２
棟
の
高
層

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
に
よ
っ
き
り
立
つ
＝
５
月 駅

、

飾
頌
″
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補助132号線
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戦
前
の
道
路
計
画

動
く
地
権
者

石
神
井
公
園
駅

（東
京
都
練
馬
区
）

の
南
口
に

「
補
助
２
３
２
号
」
と
い
う

東
西
に
走
る
道
路
計
画
が
あ
る
。
昭
和

初
期
の
１
９
３
４
年
に
出
さ
れ
た
内
務

省
告
示
の

「細
街
路
」
を
も
と
に
、
戦

後
の
６６
年
に
都
市
計
画
決
定
し
た
幅
員

・６
層
の
道
路
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
に
告

示
か
ら
９０
年
近
く
経

っ
て
、
い
よ
い
よ

造
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

道
路
は
商
店
街
を
ぶ
ち
抜
く
。
化
粧

品
店
を
営
ん
で
き
た
本
橋
義
雄
（９４
）
の

店
も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
な
ら

道
路
周
辺
を
再
開
発
し
て
タ
ワ
ー

マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
て
、

「行
く
と
こ
ろ
な
い

か
ら
、
そ
こ
に
入
ろ
う
か
、
と
」
。

本
橋
ら
３
人
が
発
起
人

に
な

っ
て

２
０
１
３
年
７
月
、
共
同
化
研
究
会
を

設
立
し
た
。
事
務
局
は
近
所
の
不
動
産

店
主
が
務
め
、
野
村
不
動
産
と
前
田
建

設
工
業
か
ら
の
借
入
金
を
も
と
に
活
動

し
た
。
１
年
後
に
は
道
路
予
定
地
周
辺

の
地
権
者
８５
％
が
加
入
し
、

「再
開
発

準
備
組
合
」
に
衣
替
え
し
た
。

鱗

　

轟

一戸

道
路
に
面
す
る
南
北
を
再
開
発
し
、

北
街
区
３
１
０
０
平
方
厨
に
高
さ
１
０

０
層
の
タ
ワ
マ
ン
を
建
て
る
。
ち
ょ
う

ど
、
そ
こ
に
は
持
ち
主
が
も
て
あ
ま
す

土
地
が
あ

っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
商
店

街
の
発
展
祈
願
の
た
約
綺
玉

・
大
富
か

ら
勧
請
し
て
で
き
た
大
鷲
神
社

（敷
地

面
積
１
４
０
０
平
方
研
弱
）
で
あ
る
。

神
社
の
地
権
者
で
も
あ
る
１９
人
の
氏

子
の

一
人
は

「
バ
チ
が
あ
た
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど

、
維
持
が
大
変
な
ん

だ
」
と
再
開
発
を
歓
迎
し
た
。
氏
子
の

多
く
が
高
齢
者
。
行
事
に
駆
り
出
さ
れ

る
う
え
、
境
内
以
外
の
駐
車
場
な
ど
の

固
定
資
産
税
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

「開
発
は
千
載

一
通
の
チ
ャ
ン

ス
と
思

っ
た
」
。
そ
う
氏
子
は
言
う
。

準
備
組
合
は
１４
年
、
再
開
発
予
定
地

を
図
示
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
駅
前
で
歯

科
医
院
を
営
む
岩
田
隆
夫
（
８．
）
、
紀
子

（７７
）
夫
妻
は
驚
い
た
。

「
う
ち
が
勝
手

に
ビ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
さ
れ
て
い

た
ん
で
す
」
。
岩
田
ら
３
軒
は
再
開
発

に
反
対
だ

っ
た
。

「
お
構
い
な
く

『
こ

う
し
ま
す
か
ら
』
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
■
と
紀
子
は
振
り
返
る
。

そ
こ
で
、
住
宅
兼
医
院
を
、
歯
科
医

院
と
薬
局
、
皮
膚
科
や
内
科
な
ど
複
数

の
医
院
が
入
居
で
き
る
４
階
建
て
ビ
ル

に
建
て
替
え
た
。

「絶
対
反
対
の
強
い

意
思
を
表
そ
う
と
思

っ
て
ね
」
と
隆

夫
。
や
が
て
、
夫
妻
を
含
む
反
対
派
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
。

爾
　
轟

一戸

驚
い
た
の
は
、
練
馬
区
都
市
計
画
審

議
会

（都
計
審
）
の
高
度
地
区
評
価

・

景
観
部
会
長
を
務
め
る
筑
波
大
名
誉
教

授

の
小
場
瀬
令

二
（
７３
）
も
同
じ
だ

っ

た
。
区
の
景
観
計
画
で
は
石
神
井
公
園

か
ら
突
出
し
た
高
さ
の
ビ
ル
は
建
て
な

い
と
決
ま

っ
て
い
る
。

大鷲神社は再開発地区に縮小 し

て移転することになっている

着工予定地に貼 ら

れたタワーマンシ
ョンの完成予想図

再開発計画 に反対 し、4
階建て ビルを新築 した岩

田歯科医院の岩田隆夫

再
開
発

変
わ
る
東
京
・石
神
井
□

・９
年

の
景
観
部
会

で
、
小
場
瀬

は

「公
園
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
な
さ

い
と
あ
る
の
に
、
堂

々
と
見
え
て
い
る

よ
」

「
景
観
計
画
の
中
で
ど
う
し
て
見

え
な
い
よ
う
に
指
導

し
な
か

っ
た
わ

け
」
と
区
の
幹
部
に
詰
め
寄

っ
た
。

「
（
３５
研
ま
で
の
）
地
区
計
画
を
決

め
た
途
端
に
そ
の
３
倍
も
建
て
ち
ゃ
う

と
い
う
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
」

「再
開
発
の
話
が
出
て
き
た
ら
、
み
ん

な
で

一
生
懸
命
決
め
た
地
区
計
画
は
な

く
て
も
い
い
と
指
導
し
て
い
た
ん
で
す

か
」
。
そ
う
続
け
、

「
（
例
外
規
定

の
）
５０
研
じ
ゃ
ダ
メ
で
、
１
０
０
研
な

き
ゃ
絶
対
ダ
メ
な
の
」
と
た
だ
し
た
。

「
５０
研
で
は
採
算
が
あ
わ
な
い
」
。

区
技
監
の
富
下
泰
昌
（６２
）
は
準
備
組
合

に
理
解
の
あ
る
言
い
方
を
し
た
。

景
観
部
会
は
都
計
審
に
対
し
て

「公

園
か
ら
の
眺
望
に
配
慮
す
る
」
な
ど
と

提
言
し
た
。
だ
が
、
都
計
審
は
タ
フ
マ

ン
開
発
を
容
認
す
る
規
制
緩
和
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
＝
敬
称
略

（大
鹿
靖
明
）



東
京
２３
区
の
北
西
部
に
あ
る
練
馬
区

で
は
２
０
２
０
年
１２
月
、
区
都
市
計
画

審
議
会
が
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
商
業

地
区
の
規
制
を
緩
め
た
。
そ
れ
ま
で
原

則
３５
研
ま
で
の
建
物
し
か
建
て
ら
れ
な

か

っ
た
が
、
２
千
平
方
解
以
上
の
敷
地

が
あ
れ
ば
１
０
０
研
の
高
層
建
築
物
を

石
神
井
公
園
か
ら
駅
の
方
を
眺
め
る
と
、
こ
ん
な
風
に
超

高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
か
も
し
れ
な
い

（石
神
井
ま
ち
づ

く
り
談
話
会
の
清
水
正
俊
作
成
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
）

石
神
井
公
園
の
三
宝
寺
池
。
真

夏
で
も
池
の
ま
わ
り
は
涼
し
い

再
開
発

変
わ
る
東
京
・石
神
井
□

元
都
庁
マ
ン
が
描
く

駅
前
整
備

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
野
村

不
動
産
や
前
田
建
設
工
業
が
関
与
す
る

準
備
組
合
の
再
開
発
計
画
だ
け

で
な

く
、

「
い
く
つ
も
の
１
０
０
研
級
の
ビ

ル
が
建
つ
」
と
区
は
想
定
す
る
。

主
導
し
た
の
は
、
区
長
の
前
川
燿
男

（７５
）
で
あ
る
。
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ

た
翌
月
の
１４
年
４
月
、
区
長
選
で
当
選

し
た
。
鹿
児
島
出
身
。
東
大
卒
。
自
ら

も
練
馬
区
に
住
ん
で
３０
年
に
な
る
。
前

区
長
の
急
死
に
伴
い
、
自
公
両
党
に
担

が
れ
て
立
候
補
し
た
。

元
は
都
庁

マ
ン
。

「福
祉
行
政
を
や

り
た
く
て
、
美
濃
部

（亮
吉
知
事
）
都

政
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
て
ね
」
。

１
９
７
１
年
、
入
庁
し
た
。
障
害
者
ら

の
福
祉
の
現
場
に
か
か
わ
り
、
恵
ま
れ

な
い
子
供
を
養
育
す
る
里
親
制
度
の
創

設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

続
く
鈴
木

（俊

一
知
事
）
都
政
で
現

場
を
離
れ
、
中
枢
部
門
に
移
る
と

「俺

っ
て
意
外
に
向
い
て
い
る
な
」
と
自
分

で
も
驚
い
た
。
臨
海
副
都
心
の
開
発
部

長
時
代
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
臨
海
開

発
の
立
て
直
し
に
尽
力
す
る
。

財
政
難

の
な
か
人
事
部
長
に
就
く

と
、
知
事
に
当
選
し
た
ば
か
り
の
石
原

慎
太
郎
に
報
酬
削
減
を
お
願
い
し
た
。

石
原
と
の
初
仕
事
だ

っ
た
が
、

「
あ
の

方
は
他
に
報
酬
が
あ
る
の
で
意
外
に
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
て
」
と
笑
う
。

顧

轟

脚

大
変
な
の
は
、
そ
の
後
だ

っ
た
。
石

原
の
秘
書
出
身
の
副
知
事
と
ぶ

つ
か

っ

た
。
当
時

の
都
議
会
野
党
関
係
者
は

「
石
原
都
政
の
公
私
混
同
を
排
し
、
都

庁
の
規
律
維
持
に
努
め
た
人
」
と
前
川

を
評
価
す
る
。
そ
の
足
跡
を
た
ど
る

と
、
福
祉
に
熱
心
な
気
骨
あ
る
都
庁
職

員
と
い
う
姿
が
浮
か
ぶ
。

そ
の
半
面
、

「練
馬
区
が
遅
れ
て
い

る
の
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
。
都
市
計
画
道

路
の
整
備
率
が
致
命
的
に
遅
れ
て
い
ま

す
」
と
、
前
川
は
力
説
す
る
。
関
東
大

震
災
後
、
後
藤
新
平
内
相
が
東
京
に
環

状
道
路
な
ど
幅
員
の
広
い
道
路
を
建
設

す
る
復
興
計
画
を
立
て
た
が
、
中
途
半

端
に
終
わ

っ
た
。
戦
後
は
戦
災
復
興
院

が
同
様
の
計
画
を
立
案
し
た
が
、
財
政

難
か
ら
実
現
し
な
か

っ
た
。

こ
の
時
に
構
想
さ
れ
た
道
路
が
東
日

本
大
震
災
後
、
防
災
な
ど
を
名
目
に
し

て
都
内
各
地
で
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

都
市
開
溌
測
捲
歩
ん
で
き
た
元
都
副
知

事
の
青
山
倫
（
７７
）
は

「名
古
屋
や
仙
台

は
自
動
車
時
代
に
備
え
た
大
き
な
道
路

が
造
れ
た
の
に
、
東
京
は
で
き
な
か

っ

た
ん
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

前
川
も
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
す

る
。

「戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
や
れ
ば
よ

か

っ
た
の
に
や
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。

あ
の
時
で
き
た
の
に
…
…
」
。
未
完
の

計
画
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
都
庁
幹
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。

藤

轟

一ド

区
長
転
身
後
の
２
０
１
５
年
に
ま
と

め
た

「
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ

ョ

ン
」
で
は
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
道
路

計
画
と
と
も
に
再
開
発
促
進
を
盛
り
込

み
、
後
に
準
備
組
合
に
２
億
５
千
万
円

の
補
助
金
を
支
出
。
「練
馬
駅
や
石
神
井

公
園
駅
な
ど
拠
点
整
備
が
必
要
で
す
。

ペ
ン
シ
ル
ビ
ル
の
林
立
の
よ
う
な
乱
開

発
は
避
け
、
計
画
的
な
開
発
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
持
論
を
述
べ
る
。

「
１
０
０
研
程
度
の
ビ
ル
は
何
本
か

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
商
業
と

住
宅
の
中
心
拠
点
を

つ
く
り
、
そ
れ
に

よ

っ
て
周
辺
に
緑
を
残
し
た
い
ん

で

す
」
。
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
に
道
が
開

か
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
＝
敬
称
略

（大
鹿
靖
明
）

インタビューに答える練馬区長の前川燿男



層
ビ
ル
支
え
は
税
金

野
村
不
動
産

ホ
ー
ル
デ
諸

ン
グ

ス

は
、
２
０
１
４
年
３
月
に
石
神
井
公
園

駅
南
回
西
地
区

（東
京
都
練
馬
区
）
の

再
開
発
準
備
組
合
が
で
き
る
と
、
同
年

秋
の
決
算
説
明
会
資
料

（
１５
年
３
月
期

第
２
四
半
期
）
に
早
く
も
こ
の
再
開
発

を

「当
社
持
ち
分
２
０
０
戸
」
と
紹
介

し
た
。
以
来
、
四
半
期
決
算
ご
と
に
戸

数
を

「
１
８
５
戸
」

「
１
０
０
戸
～
」

と
修
正
し
な
が
ら
言
及
し
て
き
た
。

感

難

押

第
１
種
再
開
発
事
業
は
、
地
権
者
が

再
開
発
組
合
を
組
成
し
た
う
え
で
、
高

い
ビ
ル
を
建
て
て
た
く
さ
ん
の
床

（保

留
床
）
を
造
り
、
そ
れ
を
売

っ
て
事
業

費
を
ま
か
な
う
。
地
権
者
は
土
地
や
建

物
を
手
放
す
代
わ
り
に
、
も
と
も
と
の

資
産
に
見
合
う
新
た
な
床

（権
利
床
）

を
得
る
。
資
金
負
担
な
く
新
し
い
再
開

発
ビ
ル
に
入
居
で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

だ
が
、
何
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
商
店

主
や
住
民
が
主
導
す
る
の
は
難
し
い
。

再
開
発
を
企
画
し
、
収
支
の
帳
尻
を
つ

け
る

「
事
業
協
力
者
」
が
必
要

に
な

る
。
石
神
井
公
園
駅
南
回
の
場
合
、
野

村
と
前
田
建
設
工
業
が
そ
れ
だ
。

野
村
は
販
売
予
定

マ
ン
シ
ョ
ン
と
し

て
公
表
し
て
い
る
の
に
、
取
材
協
力
を

求
め
る
と
、
自
社
は

「事
業
協
力
者
」

に
過
ぎ
ず

「再
開
発
組
合
様
主
体
の
事

業
」
の
た
め
、
説
明
す
る
立
場
に
な
い

と
返
答
し
た
。
前
田
も
同
様
だ

っ
た
。

再
開
発
に
は
公
的
資
金
支
援
が
あ

る
。
代
表
格
が
１０
年
度
に
で
き
た

「社

会
資
本
整
備
交
付
金
」
だ
。
使
途
は
設

計
や
住
民
補
償
、
共
有
施
設
建
設
な
ど

幅
広
い
。
国
土
交
通
省
市
街
地
整
備
課

の
課
長
補
佐
は

「自
治
体
の
裁
量
を
生

か
し
て
何
で
も
使
え
る
総
合
的
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
と
説
明
す
る
。

都
市
再
生
政
策
は
英
国
が
先
行
し
た

が
、
埼
玉
大
名
誉
教
授
で
都
市
工
学
が

専
門
の
岩
見
良
太
郎
（７６
）
は

「英
国
は

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
総
合
的
パ
ッ
ケ
ー

ジ
だ
が
、
日
本
は
ハ
ー
ド
だ
け
。
似
て

非
な
る
も
の
」
と
嘆
く
。
英
国
は
貧
困

地
区
再
生
の
た
め
、
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン

を
低
層
に
建
て
替
え
、
教
育
や
職
業
支

援
に
も
予
算
を
充
て
た
。
低
層
中
心
に

し
た
の
は

「
そ
う
し
な
い
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
育
た
な
い
反
省
が
あ

っ
た
ん

で
す
」
と
言
う
。

難

轟

澤

日
本
の
再
開
発
は
社
会
資
本
整
備
交

付
金
に
加
え
、
自
治
体
に
代
わ

っ
て
道

路
な
ど
公
共
施
設
を
建
設
す
る
の
に
充

て
る

「
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
」

（公
管
金
）
や
防
災

・
省

エ
ネ
名
目
の

補
助
金
も
あ
る
。
い
ま
東
京
都
に
事
業

計
画
書
を
提
出
済
み
の
４６
件
の
再
開
発

計
画
は
、
平
均
す
る
と
総
事
業
費
の
１２

％
が
こ
う
し
た
税
金
を
も
と
に
し
た
補

助
金
に
依
存
す
る
。
都
心
の
再
開
発
案

件
の
税
金
依
存
率
は
数
％
だ
が
、
都
心

か
ら
離
れ
た
板
橋
区
や
北
区
、
江
戸
川

区
な
ど
は
４０
～
６０
％
台
に
高
ま
る
。

石
神
井
公
園
駅
南
日
の
再
開
発
計
画

は
、
総
事
業
費
１
９
０
億
円
の
う
ち
補

助
金
が
２３
％
の
４５
億
円
を
占
め
る
。
加

え
て
練
馬
区
が

マ
ン
シ

ョ
ン
低
層
部
分

を
３０
億
円
で
買
い
取
り
、
道
路

（補
助

２
３
２
号
）
建
設
に
関
わ
る
公
管
金
３５

億
円
も
投
じ
ら
れ
る
。
し
め
て
１
１
０

億
円
。
税
金
依
存
度
は
５７
％
に
な
る
。

練
馬
区
副
区
長
の
山
内
隆
夫

（７３
）
は

「近
隣
に
あ
る
区
の
石
神
井
庁
舎
が
老

朽
化
し
、
手
狭
。
駅
に
近
い
方
が
区
民

に
と

っ
て
も
便
利
で
す
」
と
低
層
部
分

を
買
い
取
る
必
要
性
を
強
調
す
る
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
低
層
階
は
売

り
に
く
く
、
自
治
体
が
買

っ
て
く
れ
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
不
動
産
業
界
担
当
の

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
は
言
う
。

「
マ
ン
シ

ョ
ン
の
粗
利
率
は
２０
％
で
す
が
、
各
社

と
も
再
開
発
案
件
は
自
慢
げ
に

『
３０
％

あ
る
』
と
い
い
ま
す
よ
」
。
都
内
に
相

次
ぐ
再
開
発
タ
ワ
マ
ン
を
税
金
が
支
え

て
い
る
。　
　
　
＝
敬
称
略

（お
わ
り
）

（大
鹿
靖
明
）

石
神
井
公
園
に
隣
接
す
る
石

神
井
氷
川
神
社

の
七
夕
祭

り
。
地
域
の
住
民
が
集
ま

り
、
音
楽
の
演
奏
や
七
夕
の

飾
り
付
け
を
し
た
＝
１
日

夏
休
み
、
石
神
井
公
園
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に
興
じ
る
子
供
た
ち

再開発に反対する住民たちは「高層 ビルよりも駅
前に広場をJと訴える=7月 29日 、東京都練馬区

再
開
発

変
わ
る
東
京
・石
神
井
国


